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本論文の最終報告に引き続き、平成 24年 8月 2日（木）11時 30分より審査委員会が開
催された。審査委員は大山達雄教授（主査）、土谷隆教授（副査）、諸星穂積教授（副査）、
Roberto Leon-Gonzalez准教授、伏見正則名誉教授（東京大学）の５名であったが、論文と
しての構成、論理の展開といった点での完成度が高い、数理モデルを用いた定式化が難し
いとされる分野への挑戦意欲とその成果を評価する、すでに刊行論文が数編あることは博
士論文としてかなりの評価が得られていることを保証する者である、現実のエネルギー、
電気事業政策分野へのより具体的、実際的な貢献を期待する、といった意見に加えて、本
論文について以下のような意見が出された。 
１．電力需要想定において日負荷曲線のみが用いられている点について、もう少し問題
点の指摘、改善点の示唆があった方がよい。 
２．CO2排出量削減の部門別アプローチについて需要サイド想定シミュレーションのケ
ースをもう少し追加してはどうか。 
３．作成されたシナリオの中で電気事業者の内訳についてより詳細な記述があるとよい。 
４．細かな英語表現、図表、数式、参考文献表示、等においてタイプミスが散見される
ので、修正して欲しい。 
上記のコメントに対して、著者は直ちに論文の修正を行い、修正稿を提出し、主査の最
終確認を経た上で各審査委員の了解を得た後に博士論文最終版として提出した。審査委員
全員は本論文が本学博士論文として妥当であると結論づけた。 
 
